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それらスケッチブックは，大部分が the Elgar Birthplace Museum に所蔵
されているが（2），本稿はその the Elgar Birthplace Museum 所蔵のスケッチ

























この作品は 1910年 5月に崩御したエドワード 7世に献呈されているため，
２４４ E. エルガーの交響曲第 2番 op.63における作曲過程
エドワード 7世を追悼するための曲で，特に第 2楽章の Larghetto は葬送曲
であると一時期は思われていた。しかし実際はそうではなく，この作品を形成
している素材のいくつかは，エドワード 7世が崩御するかなり前に書かれて
いる。また第 2楽章 Larghetto は，彼の非常に近しい友人である Alfred E.








表 1のような構造である第 2楽章は，4/4拍子で速度標語は Larghetto であ
る。導入部の旋律（譜例 1）は第 1楽章の第 9～10小節の旋律（譜例 2）と関
表 1 第 2楽章の構造
セクション 練習番号－小節番号 総小節数 譜例
導入部 66−5～11 7 譜例 1
呈示部
第 1主題 67−1～68−12 19 譜例 3
推移① 69−1～70−4 9
第 2主題① 71−1～73−6 22 譜例 5
推移② 74−1～75−6 12 譜例 6
第 2主題② 76−1～77−8 19 譜例 7
終結 78−1～78−7 7 譜例 8
再現部
第 1主題 79−1～80−8 19
第 2主題① 81−1～82−12 19
推移② 83−1～84−6 12
第 2主題② 85−1～86−10 17
終結 87−1～88−2 6
コーダ 88−3～89−5 8
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係を持つものである。それに引き続いて現れる第 1主題（譜例 3）は第 1楽章




1楽章の第 1主題の 2小節目と 3小節目（譜例 4）を踏襲して作られている。




って行き着いた先に第 2主題②が現れる（譜例 7）。これも第 2主題①と同様
に第 1楽章第 1主題の 2小節目と 3小節目（譜例 4）を踏襲して作られてい
譜例 1
譜例 2






















gar Birthplace Museum に所蔵されているが，エルガー自身の手によるペー
ジ数や練習番号の詳細な記載，さらにはそのページの音楽がいつ書かれたかを
示す日付スタンプが，やはりエルガーの手によって押されている。これらのス
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エルガーの友人で，この作品の作曲に大きなインスピレーションを与えた人










































f.54 ペン 6 使用されず











f.55 ペン 2→ペン 8 8182−1～3 30 JAN 1911
f.56 ペン 4→ペン 9 82−6～12 30 JAN 1911
f.57 ペン 5→ペン 10 8384
f.58 ペン 6→ペン 11 使用されず 30 JAN 1911
f.59 f.53と 57のオリジナルコピー済みを表す「K」の記載有り 29 DEC 1910
f.60 ペン 7 80−2～8
f.61 ペン 10 走り書きのメモのような楽譜使用されず
f.62 78 13 DEC 1910
f.63 ペン 3 69−1～2




f.65 ペン 9 コピー済みを表す「K」の記載有り 82−4～5






f.68 ペン 10→鉛筆 11 8586−1～7






















f.55 ペン 2→ペン 8 8182−1～3 30 JAN 1911














f.57 ペン 5→ペン 10 8384
f.54 ペン 6 使用されず
f.58 ペン 6→ペン 11 使用されず 30 JAN 1911
f.59 f.53と 57のオリジナルコピー済を表す「K」の記載有り 29 DEC 1910
f.60 ペン 7 80−2～8
f.61 ペン 10 走り書きのメモのような楽譜使用されず
f.62 78 13 DEC 1910
f.63 ペン 3 69−1～2
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ペンで 1ページと書かれた f.49は「30 JAN 1911」とスタンプが押されて
いるが，同じ日付のスタンプが押されている f.50と f.55よりは後に書かれた







に 2ページと書き込まれたと考えられる。そしてさらに f.50が 1ページ目で
あった間に f.55が書かれ，2ページと記入されたと考えられる。もしこの時
点で f.49が存在していたのなら，f.55は 3ページになっていたはずだが，2
ページとなっている事から，少なくとも f.50と f.55が書かれた後に f.49は書
かれたと推測される。
当初は 1ページ目と 2ページ目であったことが窺える f.50と f.55である
が，しかしこのページには少し注釈が必要である。表 3だけを見ると，あた
かも f.50の最後の部分である練習番号 68と f.55の最初の部分である 81が音
楽的に繋がっているように思えるが，そうではない。当初 2ページ目であっ
た f.55には現在の練習番号 81と 82−1～3の部分の音楽が書かれているのだ




f.65 ペン 9 コピー済みを表す「K」の記載有り 82−4～5






f.68 ペン 10→鉛筆 11 8586−1～7
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が，その音楽が前のページである f.50と繋がっているわけではない。という
のも，f.55には×印で削除されている 9小節があるからである。つまり，f.55












の 3ページ目以降が少々厄介である。というのも 3ページと記されている f.50
v と f.51（f.50 v は f.51を補うメモのようなページである）は，当初の 2ペ
ージ f.55とは全く音楽が繋がらないからである。では f.55と繋がっているの
はどこかというと，それは f.56である（表 4参照）。表 4は音楽の繋がりを考
慮にいれて，さらにフォリオを並びかえたものである。
















f.59のスタンプの通り 1910年 12月 29日に書かれた素材であるため，f.57に
は 1911年 1月 30日のスタンプがないと考えられる。
ここまででエルガーは 6ページ目まで書いたわけであるが，しかし折角書
いた f.55・56・57・58をこの時点で一度傍らに置く。その代わりに，f.50に
















f.55 ペン 2→ペン 8 8182−1～3 30 JAN 1911
f.56 ペン 4→ペン 9 82−6～12 30 JAN 1911
f.57 ペン 5→ペン 10 8384
f.58 ペン 6→ペン 11 使用されず 30 JAN 1911













f.54 ペン 6 使用されず
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この 8ページとなった f.55とその前の音楽である f.50の 79−1～7（67−1～7
と楽譜が共用されている部分）とを繋ぐために，f.60の 7ページ目が書かれ
たと考えられる。さらにこの f.60の 7ページは，後に，最初の 5小節が書き
変えられる。その書きかえられた 5小節が f.66であるが，エルガーが並べた
フォリオの順どおりに音楽が追加されていったとするならば，この楽章の最後
のページである 12ページ目の f.67が書かれる前にその 5小節は書かれたこと
になり，かなり最後の段階で修正が行なわれたことになる。
ここから先は，前後が繋がっていない部分を繋げる作業に入るようである








るが，最後に f.58の 11ページに代わって鉛筆で 11ページと書かれた f.68が
追加されて，一連の作業が終わる。
































76 85 76−1, 2, 5, 6に相当する部分がない
77 86 77−1～2と 86−1～4が異なる
終結 78 87−1～88−2 78より 1小節短い 第 1楽章第 1主題が現れる
コーダ 88−3～89−4



























つまり，この第 2楽章においても，第 2主題と主調のハ短調で作られた第 1
主題との対比をより大きなものにしたかったために，近親調で作られた初期の
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注⑴ Diana McVeagh, Elgar the Music Maker. Woodbridge : The Boydell Press,
2007. pp.203−204.
⑵ 交響曲第 2番に関係するスケッチはこの他に，the Athenaeum Library が所有
するいくつかの断片がある。
⑶ Christopher Kent,“A View of Elgar’s Methods of Composition through the
Sketches of the Symphony no.2 in E♭（op.63）,”Proceedings of the Royal Mu-
sical Association. Volume 103, Issue 1 : 41−60, 1976, p.54.
⑷ Edward Elgar, Elgar and his Publishers : Letters of a Creative Life Volume 2
1904−1934. Edited by Jerrold Northrop Moore. Oxford : Clarendon Press,
1987, p.741.
⑸ Ibid.
⑹ Robert Anderson, Elgar in Manuscript. Portland, Oregon : Amadeus Press,
1990, p.105.
⑺ Jerrold Northrop Moore, Edward Elgar : A Creative Life. Oxford : Oxford
University Press, 1984. Reprint, Oxford : Oxford University Press, 2005,
p.604.
⑻ J. P. E. Harper-Scott,“Elgar’s deconstruction of the bell epoque : interlace
structures and the Second Symphony,”Elgar studies. Edited by J. P. E.
Harper-Scott, and Julian Rushton : 172−219. Cambridge : Cambridge Uni-
versity Press, 2007, 201.
⑼ Moore, op.cit., p.520.
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